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(54)【発明の名称】 細径電子内視鏡

(57)【要約】
【課題】  高周波電流使用時でも画像信号にノイズが生
じず、高画質である患部の映像を表示する。
【解決手段】  挿入部１６の径が細いビデオスコープ１
０内に設けられた鉗子チャンネルＰＴにスネア鉗子１５
４を挿通させ、高周波電流を高周波電流発生装置１５０
からスネア鉗子１５４の先端１５４Ｒまで流す。先端部
１２の方向へ流れない高周波電流の一部を、リード線、
金属フレームを介して帰還端子５０へ流し、ケーブル１
６０を介して高周波電流発生装置１５０へ帰還させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子を有し、所定の器官を観察する
ために所定の挿入部の径を有する細径電子内視鏡であっ
て、
高周波電流を用いた処置に使用される高周波電流用鉗子
を挿通させるための鉗子チャンネルが形成され、
高周波電流発生装置と電気的に接続される前記高周波電
流用鉗子と導通するとともに、前記高周波電流用鉗子に
高周波電流を流したときに内視鏡先端部の方向とは逆方
向に流れる漏れ電流を前記高周波電流発生装置へ帰還さ
せる帰還端子を備えたことを特徴とする細径電子内視
鏡。
【請求項２】  前記鉗子チャンネルの鉗子口と前記帰還
端子との間を通電させるためのリード線が設けられてい
ることを特徴とする請求項１に記載の細径電子内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、撮像素子を備え、
人体の諸器官の検査、手術等のために体内に挿入される
電子内視鏡（ビデオスコープ）に関し、特に、気管支、
膀胱等を検査、処置するために挿入部の径を細くした電
子内視鏡（以下では、細径電子内視鏡という）に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】光源部や画像処理部の設けられた電子内
視鏡用プロセッサに接続されるビデオスコープの内部に
は、器官内の病変部を処置等する鉗子をスコープ先端部
まで通すための鉗子チャンネルが形成されており、操作
部付近に設けられた鉗子口から鉗子が挿入され、病変部
切除などが行われる。このような内視鏡用鉗子を使用す
る処置の１つとして、高周波電流を利用した治療法が確
立されており、スネア（絞扼）鉗子などに高周波電流を
通電させ、細胞組織を凝固壊死させることによって病変
部の切除、止血を行う。また、止血のみの目的でも高周
波電流が用いられる。従来では、高周波電流を用いた処
置は、胃や十二指腸などの消化管を観察、処置等するた
めに使用される消化管用ビデオスコープに対してのみ行
われていたが、近年では、気管支や泌尿器、鼻咽喉など
の管腔の狭い器官を対象とした径の細いビデオスコープ
（細径電子内視鏡）を使用する際にも実施されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】高周波電流を用いた処
置を行う際には、患者の臀部などに対極板を貼り付け
る。これにより、鉗子を通って体内へ流れた電流は、対
極板を介して高周波電流発生装置へ戻っていく。しかし
ながら、細径のビデオスコープの表面は絶縁処理が施さ
れており、絶縁物のもつ静電容量などの影響により漏電
し、ビデオスコープ内を逆方向に向かって（先端部から
プロセッサ側の方向へ）電流が流れる。その結果、撮像
素子から読み出されてプロセッサへ送られる画像信号に
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ノイズが生じ、モニタに映し出される患部映像の画質が
低下する。
【０００４】そこで本発明では、高周波電流使用時でも
画像信号にノイズが生じず、高画質である患部の映像を
表示することができる細径電子内視鏡を得ることを目的
とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の撮像素子を備え
た電子内視鏡は、所定の器官を観察するために所定の挿
入部の径を有する細径電子内視鏡であって、画像処理回
路や光源用ランプの備えた内視鏡プロセッサへ着脱自在
に接続される。体内へ挿入される挿入部の径は、例えば
８ｍｍ以下の範囲のいずれかの値である。細径電子内視
鏡には、病変部を処置するための内視鏡用鉗子を挿通さ
せる鉗子チャンネルが形成されており、鉗子の処置部分
となる鉗子先端部分は、内視鏡先端部から突出する。
【０００６】病変部の切除、止血のために高周波電流を
用いた処置を行う場合、高周波電流発生装置が用意さ
れ、スネア鉗子などの高周波電流用の鉗子が鉗子チャン
ネルに挿通させられる。このとき、例えば電気ケーブル
などによって、高周波電流発生装置と高周波焼灼用鉗子
を電気的に接続すればよい。本発明の内視鏡には通電性
（導電性）のある帰還端子が設けられており、帰還端子
は、好ましくはプロセッサとの接続部に設けられ、高周
波電流用鉗子と導通している。例えば、鉗子チャンネル
の鉗子口と帰還端子との間を通電させるためのリード線
を内視鏡内部に設け、鉗子口と帰還端子を導通させれば
よい。
【０００７】高周波電流を用いた処置を行うために高周
波電流用鉗子へ高周波電流を流すと、漏電によって高周
波電流の一部（漏れ電流）は内視鏡先端部とは逆の方
向、すなわちプロセッサ側のある方向へ流れる。このと
き、高周波電流用鉗子と帰還端子が導通しているため、
漏れ電流は帰還端子へ流れていく。帰還端子と高周波電
流発生装置とを例えばケーブルによって繋ぐことによっ
て、漏れ電流は高周波電流発生装置へ帰還し、内視鏡内
において帯電しない。細径電子内視鏡は、消化管用電子
内視鏡に比べて挿入部の径が細い。そのため、帰還端子
を設けないで帯電させたとしても安全上の問題は生じな
い。しかしながら、帰還端子を設けることにより、高周
波電流を用いた処置を行っている最中でも、撮像素子か
ら読み出される画像信号にノイズが生じることがなく、
良好な患部の映像を得ることができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下では、図面を参照して本発明
の実施形態である細径電子内視鏡について説明する。
【０００９】図１は、第１の実施形態である細径電子内
視鏡を使用する電子内視鏡装置を示した平面図である。
電子内視鏡装置は、臓器内部の映像を撮影するために体
内へ挿入されるビデオスコープ１０と、体内を照明する



(3) 特開２００３－６１８９９

10

20

30

40

50

3
ための光源用ランプやビデオスコープ１０から送られて
くる画像信号を処理する信号処理回路を備えたプロセッ
サから構成されており、ビデオスコープ１０はプロセッ
サ１００に着脱自在に接続される。また、体内の映像を
表示するためのモニタ１２０が、プロセッサ１００に接
続される。
【００１０】ビデオスコープ１０は、先端部１２含む湾
曲可能な湾曲部１４と、可撓性のある挿入部１６と、湾
曲部１４を操作するためのノブ等が設けられた操作部１
１と、操作部１１からプロセッサ１００までを繋ぐ可撓
性の接続連結管１８と、プロセッサ１００との接続部で
あるコネクタ部１７とによって構成される。湾曲部１４
は硬性であり、先端部１２には撮像素子（ここでは図示
せず）が配置されている。ビデオスコープ１０内には、
光ファイバー束であるライトガイド（図示せず）がコネ
クタ部１７から先端部１２に渡って設けられており、Ｅ
ＯＧ口金２８、電気用差込口１７Ａと光源用差込口１７
Ｂとが取り付けられているコネクタ部１７がプロセッサ
１００の接続部１１０に差し込まれると、プロセッサ１
００内部の光源ランプ（図示せず）から放射される光が
ライトガイドを経由して先端部１２から出射する。
【００１１】先端部１２から出射した光は観察対象であ
る臓器内部において反射し、反射した光が先端部１２に
設けられた対物レンズ（図示せず）を通って撮像素子に
到達する。これにより、被写体像が撮像素子に形成さ
れ、被写体像に応じた画像信号が撮像素子において発生
する。画像信号は撮像素子から読み出されると、電気用
差込口１７Ａを介してプロセッサ１００へ送られる。プ
ロセッサ１００では、送られてきた画像信号に基いてＮ
ＴＳＣ信号などのビデオ信号が生成され、モニタ１２０
へ送られる。モニタ１２０では、映像信号に基いて観察
部位の映像が映し出される。
【００１２】本実施形態におけるビデオスコープ１０は
気管支用スコープであり、先端部１２、挿入部１６の径
が小さく、挿入部１６、接続連結管１８の長さが短い。
ここでは、湾曲部１４および挿入部１６の径は５ｍｍ～
７ｍｍの範囲にあり、体内へ挿入可能な挿入部１６の長
さ（有効長）は５００ｍｍ～７００ｍｍの範囲にある。
また、ビデオスコープ１０内には、鉗子を挿通させる鉗
子チャンネル（ここでは図示せず）が形成されており、
高周波電流を用いた処置を行う際には、鉗子（ここでは
図示せず）が鉗子口１１Ａから挿入される。
【００１３】コネクタ部１７には、後述するように、高
周波電流を用いた処理の際に一部漏れる電流を帰還させ
るため金属製である帰還端子５０が取り付けられてお
り、高周波電流を発生する高周波電流発生装置（あるい
は高周波焼灼用電源装置とも言う）１５０と帰還端子５
０との間には電気ケーブル１６０が設けられている。
【００１４】図２は、ビデオスコープ１０の内部構成を
模式的に示した図である。
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【００１５】ビデオスコープ１０内部では、信号ケーブ
ル１５が先端部１２からコネクタ部１７まで延びてお
り、先端部１２にある撮像素子１３から画像信号が読み
出されると、信号ケーブル１５を介してコネクタ部１７
まで送られる。また、撮像素子１３を駆動させる駆動信
号も、信号ケーブル１５を介してコネクタ部１７から撮
像素子１３へ送られる。
【００１６】先端部１２を除いた湾曲部１４では、導電
性である複数の金属製の節輪１４Ａが回転自在に連結し
合っている。複数の節輪１４Ａは導電性金属細線を組み
合わせて形成された網状管１４Ｃによって覆われてお
り、網状管１４Ｃは、絶縁性のゴム製チューブ１４Ｂに
覆われている。節輪１４Ａおよび網状管１４Ｃと先端部
１２は、電気的に導通している。
【００１７】湾曲部１４と連結する可撓性の挿入部１６
では、帯状の金属材料を一定の径で螺旋状に巻いて形成
された螺旋管とその周りを覆う導電性金属細線の網状管
とからなる金属性螺旋管１６Ａが信号ケーブル１５を覆
い、さらにその外側には、電気絶縁性の合成樹脂（例え
ば、ポリウレタン）製外皮１６Ｂが被覆されている。す
なわち、金属製螺旋管１６Ａは挿入部１６の内壁に沿っ
て形成されている。金属性螺旋管１６Ａはシールド効果
を得るために設けられており、湾曲部１４内の節輪１４
Ａと電気的に導通している。
【００１８】挿入部１６の一端にあり、金属製螺旋管１
６Ａと接触する導電性の挿入口金２０は、操作部１１内
に設けられた導電性の操作部接続管２２と接続される。
操作部１１の内部には導電性の金属フレーム２５が設け
られ、操作部連結管２２は金属フレーム２５とは連結す
る。一方、操作部１１のプロセッサ側に設けられ、金属
フレーム２５と連結した導電性のプロセッサ側接続管２
４は、可撓性のある接続連結管１８の一端に設けられた
導電性の接続口金２６と接続される。操作部１１の表面
１１Ｋは、絶縁性の合成樹脂によって成形されている。
【００１９】接続連結管１８は挿入部１６と同様の構成
であり、金属製の螺旋管であってシールド部材として信
号ケーブル１５を囲う金属製螺旋管１８Ａと、その外周
を覆う合成樹脂外皮１８Ｂによって構成される。接続連
結管１８のプロセッサ側の一端は、コネクタ部１７の一
端に設けられた保持連結部４０において保持されてお
り、これにより接続連結管１８はコネクタ１７部へ一体
となって連結される。
【００２０】接続連結管１８のプロセッサ側の一端に
は、金属製螺旋管１８Ａと接触する導電性の連結口金２
７が設けられており、保持連結部４０の回転筒３２に連
結される。保持連結部４０は、回転筒３２と、回転筒３
２を保持する導電性の保持部材３８を備え、回転筒３２
は保持部材３８に対して回転自在である。保持部材３８
と接続連結管１８の連結口金２７との間には、リード線
（図示せず）が繋げられている。
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【００２１】コネクタ部１７の外面１７Ｋは絶縁性の樹
脂によって成形されており、その内面に沿って導電性の
板状のシールド板１９が形成されている。シールド板１
９内には、信号ケーブル１５を介して撮像素子１３から
送られてくる画像信号を処理する信号処理回路（図示せ
ず）や、信号ケーブル１５を介して駆動信号をＣＣＤ１
３へ出力するＣＣＤ駆動回路（図示せず）などが配設さ
れる回路基板３０が収められる。このシールド板１９
は、回路基板３０に対するシールド部材として働く。シ
ールド板１９と保持部材３８との間には絶縁板４２が設
けらており、また、電気用差込口１７Ａ、光源用差込口
１７Ｂ、内外気圧調整用のＥＯＧ口金２８とシールド板
１９との間にも絶縁板（図示せず）がそれぞれ設けられ
ている。
【００２２】このように、ビデオスコープ１０の内部で
は、外部からのノイズ進入の防止、および信号ケーブル
１５からのノイズ放射の抑制のため、先端部１２から、
湾曲部１４の網状管１４C（節輪１４Ａ）、挿入部１６
の金属製螺旋管１６Ａおよび挿入管口金２０、操作部接
続管２２、金属フレーム２５、プロセッサ側接続管２
４、接続口金２６、接続連結管１８の金属製螺旋管１８
Ａ、連結口金２７およびリード線２８を介して、コネク
タ部１７の保持部材３８まで電気的に導通している。
【００２３】さらに、本実施形態では、操作部１１にあ
る鉗子口１１Ａからコネクタ部１７Ａにある帰還端子５
０まで電気的に導通しており、鉗子口１１Ａと金属フレ
ーム２５との間にリード線５２Ａが設けられ、金属フレ
ーム２５と帰還端子５０との間にリード線５２Ｂが設け
られている。
【００２４】図３は、高周波電流を用いた処置（以下で
は、高周波電流処置という）を行うときに流れる高周波
電流の流れの様子を示した図である。
【００２５】高周波電流処置をする場合、鉗子口１１Ａ
からスネア鉗子１５４が挿入され、スネア鉗子１５４の
先端部１５４Ｒは挿入部１６内の鉗子チャンネルＰＴを
通って先端部１２から突出する。先端部１５４Ｒはルー
プ状に形成されており、先端部１５４Ｒ内に病変部Ｂが
挟み込まれる。高周波電流発生装置１５０とスネア鉗子
１５４との間には電気ケーブル１５２が接続され、高周
波電流発生装置１５０で発生する高周波電流は、電気ケ
ーブル１５２、スネア鉗子１５４を介して病変部Ｂへ流
れる。ループ状の先端部１５４Ｒを絞めながら高周波電
流を通電させることにより、病変部Ｂが切断され、それ
と同時に切断部分が止血される。あらかじめ患者の臀部
や大腿部などに対極板１５６が貼り付けられており、高
周波電流は対極板１５６と高周波電流発生装置１５０と
の間を接続する電気ケーブル１５８を通って高周波電流
発生装置１５０へ流れていく。
【００２６】高周波電流を流している間、ビデオスコー
プ１０の表面に絶縁処理が施されていることにより漏電*
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*が生じる。このとき、高周波電流の一部は、鉗子口１１
Ａからリード線５２Ａ、金属フレーム２５、リード線５
２Ｂ（図２参照）を介してコネクタ部１７の帰還端子５
０まで流れていく。帰還端子５０と高周波電流発生装置
との間にケーブル１６０が設けられていることにより、
漏れ電流は高周波電流発生装置１５０へ帰還する。
【００２７】このように第１の実施形態によれば、高周
波電流をスネア鉗子１５４へ流したとき、先端部１２の
方向とは逆方向へ流れる漏れ電流は、リード線５２Ａ、
金属フレーム２５、リード線５２Ｂ、帰還端子５０を流
れていき、ケーブル１６０を介して高周波電流発生装置
１５０へ帰還する。
【００２８】なお、止血専用の高周波電流発生装置およ
び高周波凝固子などの専用鉗子を用いた場合にも、高周
波電流発生装置へ漏れた電流を帰還させることが可能で
ある。また、気管支用のビデオスコープ以外の細径であ
るスコープ、例えば、膀胱用ビデオスコープ、胆道用ス
コープ、腎臓用ビデオスコープ、鼻咽喉用ビデオスコー
プなどにも適用可能である。これらのスコープの径は、
たいてい８ｍｍ以下に定められている。
【００２９】次に、図４を用いて第２の実施形態につい
て説明する。第２の実施形態では、第１の実施形態と異
なり、接続連結管内にリード線を通さない。
【００３０】図４は、第２の実施形態におけるビデオス
コープ１０の内部構成を模式的に示した図である。
【００３１】図４に示すように、リード線５２Ｃは、接
続連結管１８ないの金属製螺旋管１８Ａの連結口金２７
付近の一部と帰還端子５０を繋ぐ。高周波電流処置が行
われると、高周波電流の一部は、鉗子口１１Ａからリー
ド線５２Ａ、金属フレーム２５、金属製螺旋管１８Ａ、
リード線５２Ｃを介して帰還端子５０へ流れていく。
【００３２】このように第２の実施形態によれば、接続
連結管１８内にリード線を通していないため、接続連結
管１８の径を太くすることなく漏れ電流を帰還させるこ
とができる。
【００３３】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、高周波電
流使用時でも画像信号に対してノイズが影響せず、高画
質である患部の映像を表示することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態である細径のビデオスコープ
（細径電子内視鏡）を示した平面図である。
【図２】細径電子内視鏡の内部を模式的に示した図であ
る。
【図３】高周波電流を用いた処置を行うときに流れる高
周波電流の流れの様子を示した図である。
【図４】第２の実施形態における細径電子内視鏡の内部
を模式的に示した図である。
【符号の説明】
１０  ビデオスコープ（細径電子内視鏡）



(5) 特開２００３－６１８９９
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１１Ａ  鉗子口
１３    撮像素子
１６    挿入部
５０    帰還端子 *
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*５２Ａ、５２Ｂ、５２Ｃ  リード線
１５０  高周波電流発生装置
１５４  スネア鉗子（高周波電流用鉗子）
ＰＴ    鉗子チャンネル

【図１】

【図２】
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【図３】

【図４】
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